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Development of the Comfort Scale
金 正 貴 美 (Takami Kinsho)＊ 野 嶋 佐由美 (Sayumi Nojima)＊＊
 
人間のComfortを測定する“Comfort質問紙" を開発し､ その妥当性と信頼性を検証することを目的に､ 本研究を行っ
た｡ 730部の質問紙を配布し郵送法にて回収した｡ 回収率は78.6％､ 有効回答率は88.7％であり､ 574部を分析対象とし
た｡ 探索的因子分析の結果､ ９下位因子42項目の尺度を作成した｡ ９つのComfortの下位因子は【つながりを感じている】､
【よりどころがある】､【前向きである】､【楽しい】､【平穏無事である】､【静かである】､【くつろいでいる】､【体
が楽である】､【心地よく運動している】であった｡ 精神的健康 (GHQ) の得点総和､ 健康関連QOL (SF-36) の８つの下
位尺度は､ Comfortの得点総和とすべて正の相関があった｡ Comfort質問紙42項目のCronbach's α係数は0.94であった｡
Comfort質問紙は､ 構成概念妥当性､ 併存的妥当性､ 内的整合性が認められた｡
	
The present study aimed to examine the concept of comfort and to develop a scale by which comfort can be
measured. Questionnaires were distributed to 730 workers that consented to participate in the study and 574
questionnaires were returned by post (recovery rate: 78.6％, response rate: 88.7％). Responses were subjected
to explanatory factor analysis by maximum likelihood promax rotation (eigenvalues ＞ １) and the following
nine subscales of comfort were extracted: sensing a connection, having a foundation, thinking positively,
having fun, feeling peaceful, feeling tranquil, having a relaxed mind, having a relaxed body, and exercising
comfortably. The eight subscales of health-related quality of life (SF-36) and the total score for mental
health (GHQ) were all positively associated with total comfort score. Cronbach's α for the comfort scale was
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は､ 看護介入のアウトカムとしてComfortを捉




した (Kolcaba K, 1991；Kolcaba K, 1992；Dowt
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人間のComfortを測定するComfort質問紙を開
発し､ その妥当性と信頼性を検証する｡
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ことはないか､ 質問の流れは自然か､ 問い､ 修
正した｡
これらの検討より､ Comfort質問紙 (試案)
は､ [楽である] 10項目､ [体が心地よい] 11項
目､ [心が静かである] 12項目､ [つながりを感




























Health Questionnaire (GHQ) の28項目短縮版を
用いる｡ GHQは神経症のスクリーニングテスト
として開発された｡ 主因子分析により12因子が
抽出されたが､ ４因子 [身体的症状]､ [不安と
不眠]､ [社会的活動障害]､ [うつ傾向] と対応
しており､ ４因子として使用している｡ 併存的
妥当性では､ パーソナリティ尺度との関係をみ








健康関連QOL (SF-36：MOS 36-Item Short-





(池上, 福原, 下妻, 2001)｡ SF-36の妥当性は､
福原によって､ ｢身体的健康度｣ [身体機能]､
[日常役割機能 (身体)]､ [体の痛み]､ [全体的
健康感]､ ｢精神的健康度｣ [心の健康]､ [日常
役割機能 (精神)]､ [社会生活機能]､ [活力]
の上位の２因子と下位の８因子構造が示されて




































要として､ 男性223人 (43.8％)､ 女性286人
(56.2％) であった｡ 年齢は､ 20歳代56人
(11％)､ 30歳代121人 (23.8％)､ 40歳代141人
(27.7％)､ 50歳代142人 (27.9％)､ 60歳代42人






Comfort質問紙 (試案) の得点総和は､ 平均
値208､ 標準偏差35.3､ 最小値103､ 最大値297､
得点範囲は61～305であった｡ Comfort質問項目










あった｡ またComfort質問紙 (試案) の得点総
和との相関は0.79 (p＜0.05) であり､ 獲得率
は72.32%であった｡
[今が楽しい] は平均値47.72､ 標準偏差9.85
であった｡ 最小値19､ 最大値70であった｡ また
Comfort質問紙 (試案) の得点総和との相関は










関は0.84 (p＜0.05) であり､ 獲得率は67.26％
であった｡
[楽である] は平均値31.8､ 標準偏差7.0で
あった｡ 最小値13､ 最大値50であった｡ また
Comfort質問紙 (試案) の得点総和との相関は
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関があった (r=0.57､ p＜0.05)｡ また精神的健
康 (GHQ) の下位因子とやや強い有意な相関が
あった｡ [不安と不眠] (r=‐0.46､ p＜0.05)､
[身体症状] (r=‐0.45､ p＜0.05)､ [社会的活
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は､ 健康関連QOL (SF-36) の因子 [活力] とや
や強い有意な相関があり (ｒ=0.66､ p＜0.05)､
[心の健康] ともやや強い有意な相関があり
(ｒ=0.64､ p＜0.05)､ [全体的健康感] ともや
や強い有意な相関があった (ｒ=0.60､ p＜0.05)｡
また [日常役割機能 (精神)] と弱い有意な相
関があり (ｒ=0.37､ p＜0.05)､ [社会生活機能]
とも弱い有意な相関があり (ｒ=0.34､ p＜0.05)､
[体の痛み] とも弱い有意な相関があり (ｒ=
0.33､ p＜0.05)､ [身体機能] とも弱い有意な
相関があり (ｒ=0.27､ p＜0.05)､ [日常役割機





表５ Comfortと精神的健康 (GHQ) との関係
 り૕ᯏ⢻ 䌰୯ ᣣᏱᓎഀᯏ⢻り૕ 䌰୯ ૕䈱∩䉂 䌰୯
ో૕⊛












































































(John W. Creswell, 2014)｡
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い～強い正の相関 (ｐ＜0.05) がみられた｡ 因
子間相関は､ 0.12～0.66とほとんど相関がない




和と精神的健康 (GHQ) の得点総和は､ |r|=0.57
(ｐ＜0.05) であり､ やや強い相関があった｡
Comfortの下位尺度と精神的健康 (GHQ) 総和は､
|r|=0.26～0.56 (p＜0.05) であり､ 弱い～やや
強い相関があった｡ 先行研究でも､ 精神的健康
がよいほど､ 快適度が上がる (秋山, 三島, 中








た｡ 特にComfortの得点総和と [活力] は､
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